
年度　江戸川区「行政評価」事務事業分析シート

　

平成15年度

 【乳幼児0～２歳・平成18年4月1日現在】

 ア 常勤職員

 イ 非常勤職員 　

 ウ 臨時職員 　

※ボランティアにより運営されているため、人件費はかかっていません。

《実施の根拠となる法令等》　

《民間委託やボランティアなどとの協働の状況》　

《その他》
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・子育てひろばの見守りボランティアとして、ファミリーヘルス推進員、民生児童委員、町会自治会などの協力を得
ています。

３９７千円

0千円

0.0人

0.0人

0.0人

【人件費と担当職員数】

・子育てひろばは子ども家庭部が所管する共育プラザ・子ども家庭支援センターでも開設しています。　
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　健康サポートセンターにおける子育てひろば

20,839組 

8か所　
（16年度）

8か所
1,500回

　
　子育てひろば整備費　３６７千円
　運営経費　３０千円
　施設の運営が開始から３年目に入っている
ため、整備費・運営費ともに執行額は減少し
ています。
　なお、この事業経費の他、18年度に西
健康サポートセンターの移転新築に伴い、子
育てひろばの初度調弁の経費として１,５３８
千円を要しています。

　
　子育てひろばの見守りボランティアは、施設の運
営に必要不可欠であり、今後もファミリーヘルス推
進員を中心にボランティアの確保に努め、20年度
は17年度比５％増の参加を目標とします。

所 属 名

（16年度）

1,123人 

健康部 健康サービス課 健康サービス係 (03) 5661-2466 (直通)電話番号

　
　開設8か所のうち、17年度から葛西健康サポー
トセンターが、定期開設から常設に変わり、定期
2か所（中央・清新町）、常設6か所（小岩・東
部・葛西・鹿骨・小松川・なぎさ）で子育てひろ
ばを開設している。
　乳幼児の数は､減少傾向にありますが施設のＰＲ
を通じ20年度は17年度比５％増の利用者を目標
とします。

　19,847組 
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費
の
概
要

　健康サポートセンター８か所で、親子が自由に遊び、仲間づくりや子育てに関する相談や情
報を受けられる場所を提供しています。また、健康サポートセンターの特性である保健師など
との相談機能を活かし、子育てをサポートしています。
　さらに、親も交流を通じて自ら問題解決する力を育んでいます。
　子育てひろばの運営には多くのボランティアが関わっていますが、今後も、見守りボラン
ティアの育成を進めていきます。

◆乳幼児とその保護者
《乳幼児の数は,平成15年度をピークに僅かながら減少して
います。》

19,890人

1,361回

1,179人

利用１組あたりの経費は約20円です。

ボランティア参加者数

《事業の開始年度》

内
訳

17年度 17年度

17年度
20年度
目　標

17年度
20年度
目　標

対 象 者

経費の説明

乳幼児保護者利用総数成果・目標指標① 成果・目標指標②

　子育てひろばの開設個所数 子育てひろばの開設回数活動指標①

17年度
事業実施経費

活動指標②

《事業の目的及び概要》
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　【効率性】

経費を削減できる可能性がある。

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。

＊非該当

成果が上がっている。

公費を投じて実施するべき事業である。

　【有効性】

　【公平性】

 

 

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

 

＊受益者負担無し

平成１８年度 江戸川区「行政評価」内部評価シート

他の事業と整理、統合する可能性がある。

目的を果たすために有効な事業である。

備　　　考評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　

26整理番号

所属名

 

事業名

　【必要性】

　健康サポートセンターにおける子育てひろば

所 管 課 長 評 価

健康部 健康サービス課 健康サービス係

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。

受益者負担の額は適切である。

対象者や実施回数等は適切である。

　保健師・栄養士などの医療系専門スタッフが常駐している健康部らしさを生かし、心配事等への個別相
談に対応している。このことは今後とも大切な子育て支援策である。また、参加者同士がピアカウンセリン
グのように交流を深め、気付きの中で成長していけるような見守りを大切にしたい。

 

所管部長の意見等

民間事業者への委託等の可能性がある。

＊既に実施
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※評価欄の数字は、各項目の評価点です。

○　幼少の頃から多くの方に支援していただくことは、子どもにとって良い経験となる。また、保護者も一人
で悩みを抱えることも減少すると思う。必要性の高い事業である。
○　現在、ほとんど経費がかかっていないので、これ以上の経費削減は難しいのではないか。

外部評価委員の意見

民間事業者への委託等の可能性がある。 ＊非該当

　【効率性】

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。  

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。 ＊既に実施

経費を削減できる可能性がある。  

対象者や実施回数等は適切である。  

受益者負担の額は適切である。 ＊受益者負担無し

 

成果が上がっている。  

　【公平性】

平成１８年度 江戸川区「行政評価」外部評価シート

整理番号 26 事業名 　健康サポートセンターにおける子育てひろば

所属名 健康部 健康サービス課 健康サービス係

評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　点　 備　考

外 部 評 価 委 員 評 価

　【必要性】

公費を投じて実施するべき事業である。  

他の事業と整理、統合する可能性がある。  

　【有効性】

目的を果たすために有効な事業である。
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